
 

 

    令和６年度の事業報告書 
 

特定非営利活動法人日本地質汚染審査機構 

 

当 NPOの目的である「地質汚染の調査と浄化に関する指導と助言」を実行・継続すべく下記の事業を実

施した。 

(1)調査解析事業において廃棄物最終処分場の漏洩問題に関わるモニタリング調査を実施した。 

(2)研修教育事業において地質汚染に係る勉強会である「イブニングセミナー」をオンライン（zoom)で

開催した。（4回開催 参加人数：延べ 110人)  

(3)研修教育事業において「第 33 回地質汚染調査浄化技術研修会」を実施し、座学部門をオンライン

（zoom）で開催、実習部門を現地で開催した。 

（座学オンライン：2日間 全 8回開催 参加人数：延べ 1784人 ※スタッフを含む） 

   (現地実習：年 2回実施 参加人数 ：52人 ※スタッフを除く） 

(4)国際協力事業では JICA草の根支援型事業申請の一環で、6月に関東ベースンセンターにてセルビア

人 4名への技術研修会を行った。11月に「ポニャビッツァ自然公園におけるリン排出削減による

水域と地下水の水質汚染改善事業」を申請したが不採用となった。 

(5)9 月に開催された北海道ルスツリゾートでの水循環シンポジウムに、髙嶋理事長が参加し、現地見

学と講演を行った。  

(6)「市民による地下水モニタリング実装に係る適正な井戸密度の研究」が 2024年度大成建設自然・歴

史環境基金の助成金事業に採用され、自記水位計を用いたモニタリングに向けて準備をした(助成

金対象の期間 2024年 11月～2025年 10月）。    

 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１） 特定非営利活動に係る事業 

事業名 事業内容 
実施 実施 従事者の 

人数 

受益対象者
の範囲及び
人数 日時 場所 

評価診断
事業 

地下水マネジメントに係

る地下水資源評価診断事

業 

2024年 11月～2025年 10月 

大成建設環境・歴史基金助

成金事業 

千葉県 5名 対象自治体 

調査解析 
事業 

最終処分場 

モニタリング調査 
通年 関東圏 4名 

対象地周辺住

民多数 

研修教育 
事業 

イブニングセミナー 
地質汚染に関することや、災害の

ことなどを会員・市民に向けて講

習 

4回/年 

7/5、9/27、12/19、3/28 
オンライン 5名 

会員・非会員

参加者延べ

110名 

研修教育 
事業 

地質汚染調査浄化技術研
修会  
地質汚染の機構解明に関する調査

技術の研修 

座学オンライン 8回 

（5/17 4回、5/24 4回) 

現地研修 2回 

（6/1,11/16) 

 

座学:オンラ

イン 

 

現地研修 

千葉市、香取

市 

座学：各回 6

名程 

現地研修：各

回 10名程 

会員・非会員

参加者延べ

1784名 

研修教育 
事業 

オンライン技術研修会用
のテキストの編纂・発刊。 

内容に関する検討会は通年

オンライン、対面で実施。 
千葉市 10名 

オンライン研

修会参加者 

 



 

 

国際協力
事業 

セルビア人の研修生に向
けての技術研修会の実施。 
JICA 草の根支援型事業の
申請書作成・提出。 

研修会：6/12に実施 

JICA申請書は 11月 29日に

提出 香取市 5名 

セルビア人研

修生 

 

 

 

 

（２）その他の事業   実施せず 

 

 

 

 

 


